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有機フッ素化合物に係る本県の要望に対する米軍からの一部回答について 

１　要　旨 

暫定指針値を超える有機フッ素化合物が瀬野川水系の河川、水路及び流域の飲用中の地下水か

ら検出されたことについて、本県知事と東広島市長との連名で、本年２月 19 日及び６月４日に

防衛省等に対し、米軍への働きかけ等を求める要望書を提出した。この度、防衛省に対する要望

に対して、中国四国防衛局から一部回答があった。 

２月 19 日付け要望事項（抜粋） 

６月４日付け要望事項（抜粋） 

２　今回提供のあった回答内容 

 環境県民局 

資 料 Ｎｏ.４

 　米軍に対し、川上弾薬庫に関する情報の公表及び必要な対応を求めること。 

・　PFOS 等を含有する泡消火薬剤の保有及び使用の履歴（時期・場所・量・方法・漏出の有

無・水質調査結果等）を明らかにし、公表すること 

・　川上弾薬庫内において、水質調査を実施し、その結果を公表すること 

・　原因が川上弾薬庫内にあると考えられる場合、今後の対応方針を公表すること

 　米軍川上弾薬庫周辺住民の安心・安全のための取組の推進 
・　川上弾薬庫に関して、泡消火薬剤の保有履歴や処分方法の公表、米軍による水質・土壌調

査の実施と数値の公表、原因が弾薬庫内にあると考えられる場合の対応方針の公表など、必

要な対応の実施及びその公表を米軍へ働き掛けること。

 本年２月、米側から、「広島県内に所在する在日米陸軍基地の施設では、これまで泡消火薬

剤を如何なる消火活動及び訓練においても使用したことがない」旨の説明を受け、関連情報に

ついてお知らせしたところです。 

その後、米側において過去の記録の調査を進めていったところ、米側から、泡消火薬剤を点

検や訓練に用いた記録が確認されたとの説明を受けましたので、新たに得られた情報につい

て、以下のとおり、お知らせします。 

・ 川上弾薬庫において、１９９１（平成３）年～２００９（平成２１）年の間、ＰＦＯＳを

含む旧式の泡消火薬剤を使用した消防車の点検及び訓練を行っていた。 

・ 主な訓練の場所は基地内北東部のヘリパッド周辺。 

・ 消火活動での泡消火薬剤の使用記録は無い。 

・ 基地内における事故による泡消火薬剤の漏出を確認したことはない。 

・ 川上弾薬庫内にあった泡消火薬剤の原液約５３０㌎（約２，０００Ｌ）及び消防車の洗浄

により発生したＰＦＯＳ含有水約２２０㌎（約８３０Ｌ）を、在日米軍が作成する日本環境

管理基準（ＪＥＧＳ）に従い認可された施設において２０２０年に適切に焼却処分した。 

・ 川上弾薬庫においては、現在、ＰＦＯＳを含む泡消火薬剤を保有していない。 

・ 川上弾薬庫内の環境管理を適切に実施していく。
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３　県の今後の対応　 

　○　市と連携し、弾薬庫内、特にヘリパッド周辺の水質・土壌調査の実施と数値の公表を米軍へ

働き掛けることを防衛省に求めていく。 

○　その結果、原因が弾薬庫内にあると考えられる場合には、必要な対応の実施及びその公表を

米軍へ働き掛けることを防衛省に求めていく。 

４　知事コメント 

別紙のとおり 

５　位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※用語について 

１　暫定指針値：国により、体重 50 ㎏の人が水を一生涯にわたって毎日２Ｌ飲み続けたとしても、

この濃度以下であれば人の健康に悪影響が生じないと考えられる水準を基に、環境中における目

標値として設定された値で、知見の集積が十分でないことなどから、暫定として PFOS 及び PFOA

の合算値で 50ng/L と設定されている。 

２　有機フッ素化合物：１万種類以上の物質があるとされており、中でも PFOS（ペルフルオロオク

タンスルホン酸）は金属メッキ処理剤、泡消火薬剤、半導体用反射防止剤等、PFOA（ペルフルオ

ロオクタン酸）はフッ素ポリマー加工助剤、界面活性剤等、幅広い用途で使用されていた。PFOS、

PFOA は、有害性の他、難分解性、高蓄積性、長距離移動性という特性があることから、環境を通

じた人への影響が懸念されている。

提供元：東広島市（国土地理院発行の電子地形図を東広島市において加工）
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知事コメント 

これまで広島県は、東広島市とともに、令和６年２月 19 日及び令和６年６月

４日の２回にわたって、川上弾薬庫内での泡消火薬剤の使用状況等について明

らかとされるよう、国に対し、共同で要望を行ってきました。 

本日、中国四国防衛局から、要望に対する一部回答があり、川上弾薬庫内に

おいて、平成３年から平成 21 年の間、PFOS を含む旧式の泡消火薬剤を使用し

た消防車の点検及び訓練を行っていたという、具体的な使用履歴等が明らかと

なりました。 

川上弾薬庫北東部のヘリパッド周辺において PFOS を含む泡消火薬剤の使用

履歴があったということは、これまでの調査で確認した弾薬庫北東部の敷地か

ら流れ出る水から高濃度の PFOS 等が検出された事実と矛盾するものではなく、

弾薬庫敷地内における環境調査の必要性がさらに高まったものと考えていま

す。 

県としては、住民の不安や懸念が払拭されるよう、引き続き、東広島市と連

携し、国に対して、川上弾薬庫における PFOS 等を含有する泡消火薬剤の保有及

び使用の履歴（時期・場所・量・方法・漏出の有無等）の公表、水質・土壌調

査の実施と数値の公表、原因が弾薬庫内にあると考えられる場合の対応方針の

公表など必要な対応の実施及びその公表を米軍へ働き掛けるよう求めて参り

ます。 

 

別紙


